
１．背景

２．気候変動の科学と検討の枠組

３．気候変動の影響に関する国際的知見の整理

４．気候変動の影響に関する我が国の知見の整理

５．気候変動の長期目標についての考察

６．まとめ
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気候変動サイクルの目標設定ステージと不確実性

ステージ１
人間活動

（エネルギー生産と消費等）

時間的ラグ少
不確実性少ない

ステージ２
温室効果ガスの排出

ステージ３
温室効果ガスの

大気中濃度

時間的ラグ少
不確実性（カーボン

サイクル）

ステージ４
平均気温上昇

ステージ５
気候変動による影響

時間的ラグ大
不確実性（放射強制力）

時間的ラグ大
不確実性（地域レ

ベル）

時間的ラグ少
不確実性（多様）

気候サイクル

（出典）Pershing and Tudela (2003)
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安定化濃度に達する時期と、その時の気温上昇、および2100年時点での気温上昇

2020年から2030年にも世界の排出量を

減少基調にする必要がある

（出典）中央環境審議会地球環境部会第３回気候変動に関する国際戦略専門委員会
気候変動問題と技術の役割 気候変動問題と技術の役割 平成１６年７月２３日
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前提条件の整理

○「危険」をいつ、どこで、どうやってとらえるか。

① ＣＯ2と全温室効果ガス

② どの影響分野を「危険判断」の対象として取り扱う
か

③ 評価の時間スケール

④ 評価の空間スケールと影響の集計に関するルー
ル

⑤ その他の視点（不確実性、気候以外のリスク因子、
適応能力による閾値の変化）
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前提条件の整理①

GHG濃度とCO2濃度の一例

CO2濃度

(ppm)
450 500 550 600 650 700

GHG濃度

(CO2換算値, 
ppm-CO2eq ）

約470 約560 約630 約730 約790 約840

GHG濃度にはCO2に加えてCH4やN2Oなどの温室効果とエアロゾルの直接・間接冷

却効果を勘案した値
CO2濃度とGHG濃度（CO2濃度換算）の差が変化する理由は，CO2以外のGHGガス

の排出量が変化すると想定しているため．

注）SRES-A1Bシナリオについて，ISAM炭素循環モデルの放射強制力の結
果から作成（IPCC第３次評価報告書（2001）より国立環境研究所作成）
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